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〔抄　録〕
町内会・自治会は，行政の連絡を回覧し，防災，防犯を担うなどの役割を持つ。財政難に
より行政の役割が縮小しているなか，地域社会において自治会・町内会の役割が今後ます
ます増加して行く。ところが，一人暮らし世帯，高齢者，外国人住民の割合が増加する中，
地域コミュニティの力が弱まるとともに，ゴミ出しのルールや生活騒音，町内会の活動や
災害時の情報共有などで多くの問題が生じている。そのため，各地で，地域の活性化を図
るために，地域SNSの導入や地域FMの運用，またスマートフォンを配布するなどして住
民同士のコミュニケーションを図る試みが行われている。それら多くの成功事例に共通す
るのが，地域の人々を繋ぐ人材の存在である。地域に密着し，住民らの声を聞いて調整し，
人々の輪を繋ぎ，問題の解決に取り組む役を担っている。しかしながら，そのような役割
を担い，地域のために尽力できる人がすべての地域にいるわけではない。そこで，経営情
報の分野でも用いられる知識創造，ノウハウ共有のプロセスを取り入れ，町内会・自治会
の円滑な運営に必要な情報及び知の共有を行えるシステムについて検討する。
